

































項目応答理論（Item Response Theory：以降 IRT）は、公益財団法人日本英語検定協会が基












































LRT でのグループ分けの違いについては、LRT で Rank 2 となった受験者50名の内、4 名
がラッシュモデリングで下位のグループに、2 名が上位のグループに振り分けられており、
LRT で Rank 3 となった受験者52名の内、4 名が中位のグループに振り分けられていたが、
それ以外はグループ分けが LRT とラッシュモデリングで一致していたことが報告されてい








































1 ）単純合計、IRT の能力推定値、及び LRT のランク（10段階）の相関がどの程度か。
2 ）単純合計、IRT、LRT による受験者の 3 分割を行った際に、どの程度差異が生じ
るか。




2 .1 . 調査時期と対象





査協力は大半下位クラスの学生に依頼した。2014年と2015年では、約 6 割が下位、3 割が中




























2 .3 . 手続き
各年度第 2 回目の授業で開始時の約20 ～ 25分を使い、4 肢択一式の文法テストを実施し











には、LRT と同様、荘島が開発した exametrika ver. 5 . 3 を使用した。
3．結果と考察



























受検者数 458 379 138
項目数 36 34 36
最小値 4 4 7
最大値 30 28 35
中央値 13 15 19
平均値 14.15 15.06 18.95
分散 27.87 22.55 36.27
















3 .3 . 単純合計、IRT、LRT によるレベル分け
レベル分けを行う前に、単純合計得点、IRT 能力推定値、LRT ランクの相関を確認した。
ただし、LRT でのレベル分けでは 3 分割としたが、相関係数計算のために10分割を使用し、




Table 4 は、単純合計得点、IRT、LRT によるレベル分けと各グループのメンバー数を
まとめたものである。例えば2014年のテストにおいては、単純合計で 4 ～ 11点の者が下位
群、12 ～ 16点が中位群、17 ～ 30点が上位群とした。IRT によるレベル分けでは能力推定値
が -3 .239 ～ -1 . 619を下位群、-1 .612 ～ -0 . 267を中位群、-0 .264 ～ 2 .523を上位群、さらに





Cronbach's α .757 .693 .803
Spearman-Brown .757 .658 .780
Table 3：単純合計得点、IRT 能力推定値、LRT ランク（10段階）の相関係数
2014年 2015年 2017年
単純合計 ＆ IRT（Pearson 積率相関係数） .982 *** .971 *** .992 ***
単純合計 ＆ LRT（Spearman 順位相関係数） .927 *** .938 *** .938 ***








Table 5 は、各年度のテストを単純合計、IRT、LRT で 3 グループにレベル分けを行った
際に、レベルの振り分けにどの程度の差異が出るかを表にまとめたものである。例えば2014
年のテスト受験者を IRT で 3 分割した際に下位群に振り分けられていた受験者のうち13名
は単純合計では中位群に振り分けられてしまう。同じテスト受験者を LRT で 3 分割した場
合、下位群に振り分けられた受験者のうち21名は単純合計では中位群に入ることになる。単
純合計との差異は IRT よりも LRT の方が大きいことが分かる。
LRT で分割した場合に影響を受ける受験者の率はどのテスト間でも大きな差はなく、15％







最小値 最大値 メンバー数 最小値 最大値 メンバー数 最小値 最大値 メンバー数
下位群
単純合計 4点 11点 163名 4点 12点 120名 7点 15点 43名
IRT -3.239 -1.619 163名 -3.242 -1.518 120名 -3.035 -1.246 43名
LRT Rank 1 163名 Rank 1 120名 Rank 1 47名
中位群
単純合計 12点 16点 153名 13点 17点 150名 16点 20点 48名
IRT -1.612 -0.267 153名 -1.499 -0.021 150名 -1.228 -0.057 48名
LRT Rank 2 153名 Rank 2 150名 Rank 2 48名
上位群
単純合計 17点 30点 142名 18点 28点 109名 21点 35点 47名
IRT -0.264 2.523 142名 -0.019 2.387 109名 0.024 3.402 47名






下位群　→　中位群 13 7 2
中位群　→　下位群 13 7 2
中位群　→　上位群 6 9 2
上位群　→　中位群 6 9 2
影響を受ける受験者の合計 38 32 8




下位群　→　中位群 21 14 9
中位群　→　下位群 35 10 5
中位群　→　上位群 8 12 6
上位群　→　中位群 10 24 2
影響を受ける受験者の合計 74 60 22
































正答率平均値 .393 .443 .526
点双列相関平均値 .382 .369 .458
Table 7：難易度、または識別力に問題がある項目数
2014年 2015年 2017年
易しすぎる項目の数（正答率 .700以上） 0 2 9 
難しすぎる項目の数（正答率 .300未満） 10 9 4 










項目参照プロファイル（IRP）の Rank 1 ～ Rank 3 の数値は、その項目についての各 Rank
に属する受験者が正解する確率を表している。例えば、項目 6 では、Rank 1 に属する受験
者が正解する確率は0.141であるのに対し、Rank 2 の受験者が正解する確率は0.121しかな
く、識別力に問題のある項目であることが分かる。
LRT 分析による正答率は、IRP 指標の Beta と B の値で見ることができる。基準となる値
（木村、小泉＆飯村の研究ではどちらも0.5となっている）に最も近い潜在ランクを Beta、
その時の正答率が B で表されている。Beta が高くて、B が低ければその項目は難しく、
Beta が低くて、B が高ければ易しいと判断される。項目 6 は、Beta が 3 となっており、B が
0.171と他と比べても低い。古典的分析法に基づく正答率も0.146と低いので、難しい項目で
あったと判断できる。項目番号の 6、13、21、36は古典的分析法で特に正答率が低かったも
のである。その中で、項目13と36は、Beta はどちらも 1 で低いが、B の値も0.2程度と低い
のでやはりこの年の受験者にとっては難しい項目であったということになる。
LRT 分析による識別力は、Alpha と A で示される。「隣り合う 2 つの IRP の値の差が最
大となるペアの若い方の潜在ランク（木村，2013，p.19）」を Alpha，そのときの正答率の
差が A で表されている。A が大きい項目は、Rank が Alpha 以上の学力の受験者と Alpha
以下の学力の受験者を見分ける力が大きい、つまり識別力の高い項目と判断される。項目 6
では、正答率の差が最大のペアは Rank 3 と 2 であるため Alpha は 2 となり、その正答率の
差を示す A、は Rank 3 での正答率（0.171）と Rank 2 の正答率（0.121）の差で0.050となる。
項目31の A の値（0.309）と比べて項目 6 の識別力はかなり低い。表中の項目番号 6、13、
21、36、29、32は点双列相関係数でも A の値で見ても識別力が低く、特に項目32の A の値
は限りなく 0 に近く、点双列相関係数は負の値となっている。
Table 8：2014年のテストを LRT で分析したときの項目例
項目 正答率 点双列相関
項目参照プロファイル (IRP) IRP 指標
Rank 1 Rank 2 Rank 3 Alpha A Beta B Gamma C
6 0.146 0.133 0.141 0.121 0.171 2 0.050 3 0.171 0.500 -0.020
13 0.146 0.094 0.202 0.112 0.116 2 0.004 1 0.202 0.500 -0.091
21 0.212 0.272 0.183 0.189 0.259 2 0.070 3 0.259 0.000 0.000
36 0.212 0.100 0.231 0.180 0.217 2 0.037 1 0.231 0.500 -0.052
29 0.365 0.284 0.326 0.368 0.403 1 0.043 3 0.403 0.000 0.000
32 0.321 -0.100 0.383 0.334 0.246 1 0.000 1 0.383 1.000 -0.138
20 0.386 0.531 0.192 0.366 0.602 2 0.236 3 0.602 0.000 0.000
31 0.675 0.618 0.434 0.743 0.869 1 0.309 1 0.434 0.000 0.000
－  　　－10
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Gamma と C は、項目単調度（Item Monotonicity）を表す指標である。Rank が上昇すれ
ば正答率も高くなる場合、そのような項目は適切であると判断できる。しかし、項目によっ
てはどこかの Rank で下降してしまうものもある。項目単調度はその安定性を示すことにな
る。本研究では、Rank が 3 つあるので、Rank 1 と Rank 2、Rank 2 と Rank 3 という 2 つ
のペアの内、いくつのペアで下降しているかを示すのが Gamma で、項目 6 では Rank 1 と
Rank 2、Rank 2 と Rank 3 という 2 つのペアの内、Rank 1 と Rank 2 においてのみ下降し




Table 9 は、Table 8 にある項目の問題本文と項目参照プロファイルに基づいて描出され
る図を表の形式にしたものである。図は、各 Rank（1 ～ 3）における正答率を直線で結ん
だ折れ線グラフになっている。一番上の項目 6 の図では、Table 8 でも見たように、Rank 
1 に所属する受験者は14 .1％の確率で正答しているが、Rank 2 の受験者はそれより少し
低い確率（12 .1％）で正答していることが確認できる。識別力の高い項目であれば、項目
20のように、Rank が高くなるにつれて正答率が上がるため、グラフは右上がりになる。










なった。実際、項目20では Rank 1 に属する受験者の内19 .2％しか正解していないものの、
項目31では43 .4％が正解していた。項目31のターゲットは現在完了形を形成する「have/
has+ 過去分詞」という形を理解した上で正しい be 動詞を選択するというものである。た
だし、この問題では、錯乱肢の is や was は、has との繋がり具合の不自然さから容易に除
外できてしまう。さらに、being も後に ‒ing を伴う語が続いて不自然に感じる受験者も少
なくないと考えられる。そのため、正解の been を選択した受験者が比較的多かったと推測





目であったとは言えない。実際、全体の正答率は 38 . 6％であった。項目の良し悪しについ






 6 . I have two dogs.  One is white and (       ) is black.
 (a) another  (b) other 
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Table 9: 2014 年テストの項目例と項目参照プロファイル（図） 
 項目 項目参照プロファイル 
正答率・識別力ともに低い項目
 
6. I have two dogs.  One is white and (       ) is black. 
 (a) another  (b) other 
 (c) the other  (d) it 
 
 
13. My sister (       ) in 2008.   
 (a) is married  (b) has married   
 (c) got married  (d) has been married 
 
 
21. I (       ) go out for a walk tomorrow.  I'm not sure. 
 (a) maybe  (b) will 
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36. We remember (       ) this lady somewhere before. 
 (a) seeing  (b) see 




29. There are three red balls and one yellow ball in the bag.    
   Take (       ). 
 (a) red   (b) red one 
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29 . There are three red balls and one yellow ball in the bag.   
     Take (       ).
 (a) red   (b) red one
 (c) a red one  (d) the red one
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is raining、will be raining を選択した者がそれぞれ14%、29 . 5％、17 . 9％で、is raining を
選択した者が少し多かったものの、錯乱肢もほぼ機能していたようである。Rank 1、2、3
















32 . (       ) do you study at home? ― From nine to eleven.
 (a) How many  (b) Where
 (c) When   (d) Why
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31. Tom has (       ) playing tennis for three hours. 
 (a) is   (b) was 
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正答率はそれほど低くないが識別力が高い項目 
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31 . Tom has (       ) playing tennis for three hours.
 (a) is   (b) was
 (c) been   (d) being
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詞の 3 人称単数現在形を選ばせるもの（項目 3）、過去進行形における正しい be 動詞を選ば
せるもの（項目 7）、手段を問う際の疑問詞を選ばせるもの（項目 8）と、難易度の低いも
のである。それは、Rank 1 に属する受験者の正答率が20％を下回るものがないことでも確
認できる。Table 8 で見た項目 6、13、21、36と比べても、かなり基本的な文法事項を扱っ
Table 10：全年度のテストに共通の項目例と項目参照プロファイル（図）の変化
2014年 2015年 2017年
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